
多額のご寄附がなかった場合の新病院建設に係る一般会計資金計画_財政シミュレーション期間参考

⚫ R 7 . 2月に作成した「財政シミュレーション」は、いただいた寄附金を活用した前提でのシミュレーションとなっています。

寄附金がなかった場合のシミュレーションは表の下段のとおりです。

⚫ 両者を比較すると、令和 1 3年度（ 2 0 3 1年度）から令和 1 7年度（ 2 0 3 5年度）までの各年度の負担が、年間約 2 3～約 3 0億円と見込ん

でいたところ、年間約 6 . 3億円まで軽減されています。

寄 附 金 が あ る 場 合 （ R 7 . 2 月 作 成 財 政 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン か ら 抜 粋 ）

寄 附 金 が な い 場 合

A：病院建設全体の資金計画

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

① 病院建設費 0 0 226 1,432 8,859 8,859 14,439 0 5,954 0 0

② 企業債発行額 0 0 0 1,432 4,370 4,370 4,184 0 0 0 0

③ 建設に係る元利償還金 0 0 0 0 63 256 448 632 632 632 632

年度別財源内訳

A：病院建設全体の資金計画

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

① 病院建設費 0 0 226 1,432 8,859 8,859 14,439 0 5,954 0 0

② 企業債発行額 0 0 0 1,432 8,859 8,859 14,439 0 5,954 0 0

③ 建設に係る元利償還金 0 0 0 0 63 453 843 2,376 2,376 3,005 3,005

年度別財源内訳

（単位：百万円）

（単位：百万円）

各年度の負担額が
約20～30億円から
約6.3億円まで軽減



多額のご寄附がなかった場合の新病院建設に係る一般会計資金計画_財政シミュレーション期間後参考

（単位：百万円）
A：病院建設全体の資金計画

2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060
R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36 R37 R38 R39 R40 R41 R42

① 病院建設費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39,769

② 企業債発行額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14,357

③ 建設に係る元利償還金 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 569 377 184 18,968

年度別財源内訳 計

A：病院建設全体の資金計画

2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060
R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36 R37 R38 R39 R40 R41 R42

① 病院建設費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39,769

② 企業債発行額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39,543

③ 建設に係る元利償還金 3,005 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,862 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,233 1,170 780 390 48,995

年度別財源内訳 計

⚫ 寄附金がない場合は、令和 1 8年度（ 2 0 3 6年度）以降も毎年 1 0億円を超える負担が続くと見込んでいました。この結果、金利も含

めた市・病院の両会計の総合計負担額は約 4 8 9 . 9 5億円に上る状況でした。

⚫ いただいたご寄附を有効に活用することにより、両会計の総合計負担額は約 1 8 9 . 6 8億円となり、利子軽減効果も併せると、

約 3 0 0 . 2 7億円もの負担軽減になると見込んでいます。

寄 附 金 が あ る 場 合 （ R 7 . 2 月 作 成 財 政 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン か ら 抜 粋 ）

寄 附 金 が な い 場 合

（単位：百万円）

事業費全体が
300億円ほど軽減



多額のご寄附がなかった場合の新病院建設に係る一般会計資金計画_財政シミュレーション期間後参考

（単位：百万円）

⚫ 市・病院の両会計を合わせると約 3 0 0 . 2 7億円の負担軽減ですが、市の一般会計のみでは、 1 / 2の約 1 5 0 . 1 4億円の負担軽減と

なります。

寄 附 金 が あ る 場 合 （ R 7 . 2 月 作 成 財 政 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン か ら 抜 粋 ）

寄 附 金 が な い 場 合

（単位：百万円）

B：Aを1/2した市の負担額 （病院負担額も同様）

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

⑦ 企業会計補助金 0 0 0 0 32 128 224 316 316 316 316

年度別財源内訳

2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060
R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36 R37 R38 R39 R40 R41 R42

316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 316 285 188 92 9,484

計

2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060
R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33 R34 R35 R36 R37 R38 R39 R40 R41 R42

1,503 931 931 931 931 931 931 931 617 617 617 617 617 617 617 617 617 617 617 617 617 617 617 585 390 195 24,498

計

B：Aを1/2した市の負担額 （病院負担額も同様）

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

⑦ 企業会計補助金 0 0 0 0 32 227 422 1,188 1,188 1,503 1,503

年度別財源内訳

一般会計だけで
約150億円の負担軽減


